
激

甚

災

害

適
用
す
べ
き
措
置

平
成
二
十
五
年
九
月
十

五
日
か
ら
同
月
十
七
日

ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及

び
豪
雨
に
よ
る
災
害

法
第
五
条
、
第
六
条
及

び
第
二
十
四
条
第
二
項

か
ら
第
四
項
ま
で
に
規

定
す
る
措
置

備
考

上
欄
の
暴
風
雨
と
は
、
平
成
二
十
五
年
台

風
第
十
八
号
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

告

示

平成™œ年˜—月 日 水曜日 第�˜›�号官 報

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
を
附
則
第
一
条
と

し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
緊
急
に
確
か
め
る
必
要
が

あ
る
大
規
模
な
既
存
耐
震
不
適
格
建
築
物
の
要
件
）

第
二
条

法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
既
存

耐
震
不
適
格
建
築
物
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、同
項
第
十
九
号
に
掲
げ
る
建
築
物（
地

震
に
よ
る
当
該
建
築
物
の
倒
壊
に
よ
り
当
該
建
築
物

の
敷
地
外
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
大
き
い
も
の

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
危
険
物
を
貯
蔵

し
、
又
は
処
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
限
る
。）に

あ
っ
て
は
、
そ
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
面

か
ら
敷
地
境
界
線
ま
で
の
距
離
が
、
当
該
危
険
物
の

区
分
に
応
じ
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
距
離
以
下

の
も
の
に
限
る
。

二

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
階

数
及
び
床
面
積
の
合
計
（
当
該
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲

げ
る
建
築
物
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合

計
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）以
上
の

も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

第
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
又
は

第
九
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
建
築
物

（
体
育
館
（
一
般
公
共
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に

限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。）
階
数
三

及
び
床
面
積
の
合
計
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

ロ

体
育
館

階
数
一
及
び
床
面
積
の
合
計
五
千
平

方
メ
ー
ト
ル

ハ

第
八
条
第
一
項
第
八
号
又
は
第
十
八
号
に
掲
げ

る
建
築
物
（
保
育
所
を
除
く
。）
階
数
二
及
び
床

面
積
の
合
計
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

ニ

幼
稚
園
又
は
保
育
所

階
数
二
及
び
床
面
積
の

合
計
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

ホ

小
学
校
等

階
数
二
及
び
床
面
積
の
合
計
三
千

平
方
メ
ー
ト
ル

ヘ

第
八
条
第
一
項
第
十
九
号
に
掲
げ
る
建
築
物

階
数
一
及
び
床
面
積
の
合
計
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

三

第
三
条
に
規
定
す
る
建
築
物
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
う
ち
二
以
上
に
掲
げ

る
建
築
物
の
用
途
を
兼
ね
る
場
合
に
お
け
る
法
附
則
第

三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
既
存
耐
震
不
適
格
建
築

物
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
及

び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
の
ほ
か
、
同
項
第
二
号
イ
か

ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
階
数
及
び
床
面
積
の

合
計
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
相
当
す
る
も
の
と
し

て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

す
る
。

（
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物
に
係
る
報
告
及
び

立
入
検
査
）

第
三
条

第
五
条
の
規
定
は
、
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模

建
築
物
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
中
「
法
第
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
附

則
第
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第

一
項
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第
七
条
」
と
あ
る
の

は
「
法
附
則
第
三
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
郵
政
民
営
化
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

郵
政
民
営
化
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
三
百

四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
十
七
号
中
「
第
二
十
条
第
二
項
」

を
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
七
十
二
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
町

長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り
扱

う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
効

力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
九
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

北
海
道
釧
路
郡
釧
路
町
長

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
七
十
三
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
九
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

住
所
東
京
都
新
宿
区
大
久
保
１
丁
目
1
2番

2
0号

金
山
晶
昭
和
5
1年
６
月
５
日
生

住
所
東
京
都
府
中
市
寿
町
１
丁
目
４
番
地
４

リ
カ
ル
ド
・
カ
ズ
オ
・
ム
ラ
カ
ミ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス

平
成
２
年
６
月
1
5日
生

住
所
愛
知
県
犬
山
市
字
本
町
1
5番
地
４

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ベ
ル
ト
・
ア
ラ
サ
キ
・
キ
ヤ
ン

昭
和
4
4年
６
月
６
日
生

リ
エ
・
ス
エ
リ
・
ア
ラ
サ
キ
・
ト
ヤ
マ
平
成
1
0年
４

月
2
0日
生

エ
ミ
リ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ラ
サ
キ
・
ト
ヤ
マ
平
成

1
2年
６
月
８
日
生

住
所
名
古
屋
市
守
山
区
鼓
が
丘
２
丁
目
1
1
4番
地

Ô
清
子
昭
和
3
4年
５
月
1
6日
生

住
所
名
古
屋
市
名
東
区
植
園
町
２
丁
目
１
番
地

李
奈
美
昭
和
4
2年
７
月
1
4日
生

住
所
愛
知
県
尾
張
旭
市
南
新
町
中
畑
２
番
地
1
3

崔
賢
壯
昭
和
3
9年
５
月
1
8日
生

金
英
和
昭
和
4
6年
３
月
2
3日
生

崔
雅
彬
平
成
1
1年
７
月
1
2日
生

住
所
北
海
道
江
別
市
文
京
台
緑
町
5
6
9番
地

崔
彩
華
平
成
６
年
1
2月

2
6日
生

住
所
愛
知
県
岡
崎
市
薮
田
１
丁
目
1
9番
地
1
3

朴
義
則
昭
和
3
8年
８
月
２
日
生

金
文
子
昭
和
3
8年

1
0月

1
6日
生

朴
知
香
平
成
６
年
1
2月

1
1日
生

朴
由
香
平
成
９
年
１
月
3
0日
生

住
所
愛
知
県
一
宮
市
開
明
字
出
屋
敷
4
5番
地

権
修
憲
昭
和
6
2年
７
月
２
日
生

住
所
愛
知
県
岡
崎
市
山
綱
町
字
上
中
野
５
番
地
1
5
7

安
成
栄
平
成
７
年
５
月
2
6日
生

平
成
二
十
五
年
九
月
十
五
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で
の

間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災

害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
十
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
二
百
九
十
五
号

平
成
二
十
五
年
九
月
十
五
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま

で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い

て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き

措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政

援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十

号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
を
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す

る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
激
甚
災
害
と
し
て
指

定
し
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
。

（
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
に
係
る
報
告
及
び
立

入
検
査
）

第
五
条

所
管
行
政
庁
は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
所
有
者
に

対
し
、
当
該
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
に
つ
き
、

当
該
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
設
計
及
び
施
工

並
び
に
構
造
の
状
況
に
係
る
事
項
の
う
ち
地
震
に
対
す

る
安
全
性
に
係
る
も
の
並
び
に
当
該
要
安
全
確
認
計
画

記
載
建
築
物
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
の
状
況
（
法

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
対
象
と
な
る
事
項
を
除

く
。）に
関
し
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

所
管
行
政
庁
は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
そ
の
職
員
に
、
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
、

要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
敷
地
又
は
要
安
全
確

認
計
画
記
載
建
築
物
の
工
事
現
場
に
立
ち
入
り
、
当
該

要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
並
び
に
当
該
要
安
全
確

認
計
画
記
載
建
築
物
の
敷
地
、
建
築
設
備
、
建
築
材
料

及
び
設
計
図
書
そ
の
他
の
関
係
書
類
を
検
査
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
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